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北海道内PSWの職場に対する満足度とその関連要因
花 澤 佳 代１），志 渡 晃 一１），蒲 原 龍２），岡 田 栄 作３）
要 旨：北海道内のPSW（精神保健福祉士）１７３名を対象に、職場に対する満足度に焦点を当
てその関連要因について検討した。その結果以下の諸点が明らかになった。
１）職場の満足度について、全体の約６割が満足（以下、満足群）、４割が不満足（以下、不
満足群）であった。
２）満足度に性差はみとめられなかった。
３）年代別の満足度では、２０歳代が最も低く、年代があがるにつれて満足の割合も高くなる傾
向がみとめられた。
４）職務ストレスについて、不満足群に比べて満足群で仕事の負担度が低く、自由度が高かっ
た。
５）ソーシャルサポートについて、満足群で同僚や上司からの支援がより多く得られていた。
６）自覚症状では、不満足群で有訴率が高く、特に「気分が晴れない」「不安だ」などの心理的
愁訴で特徴的だった。
７）うつ症状では、不満足群でCES−D得点が高く、１６点以上（risk case）が４割を超えてい
た。
キーワード：PSW、職場満足度、職業性ストレス、自覚症状、CES−D、ソーシャルサポート
 はじめに
対人援助職の職務が円滑に遂行できているかを包括的
に測る指標として、職務満足度という概念が近年注目を
集めている１）２）。「職務満足感は、個人の仕事の評価や仕事
の経験からもたらされる喜ばしいもしくは肯定的な感情
である」とするE.A.Lockeの定義３）が有名である。これま
で私どもは、道内の社会福祉士有資格者の職務満足度と
その関連要因について調査をし、職務満足度が高い人の
特徴を明らかにした４）５）。これらの経過を踏まえて、本研
究では、精神保健福祉士を対象として、現職場に対する
満足度に焦点を当てて職業性ストレッサー、ソーシャル
サポート、心理的・身体的自覚症状、うつ症状との関連
を明らかにすることを目的とした。
 研究方法
本研究は、自記式質問紙票を用いたアンケート調査法
を採用し、以下の要領で実施した。
１．調査対象および期間
２００８年８月～９月に、北海道精神保健福祉士協会の全
会員（２００８年８月２１日現在６３５名）を対象として、質問
紙票を郵送し、返信用封筒にて記入した質問紙票の返送
求めた。なお、回答は無記名とした。
２．調査内容
質問項目として、１）性別や年齢などの基本属性に関
する５項目、２）勤務状況に関する１１項目、３）職業性
ストレスに関する１７項目４）、４）心理的・身体的自覚症
状に関する２９項目４）、５）ソーシャルサポートに関する
９項目４）、６）職務満足度と生活満足度に関する４項目４）
７）うつ尺度（The Center for Epidemiologic Studies De-
pression Scale以下、CES−D）による抑うつ感に関する２０
１）北海道医療大学大学院看護福祉学研究科
２）道都大学社会福祉学部
３）北海道大学大学院医学研究科
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項目を設定した。
３．集計解析
回収した質問紙票を基に、表計算ソフト（Microsoft
Excel）を用いてデータセットを作成した。
職務満足度については、“満足”、“まあ満足”と回答
した群を「満足群」、“やや不満足”、“不満足”と回答し
た群を「不満足群」と分類した。心理的・身体的自覚症
状は、“ほとんどいつもあった”“しばしばあった”“とき
どきあった”と回答した群を「症状あり」“ほとんどなか
った”と回答した「症状なし群」を単変量解析として、
職務満足度を目的変数、職務満足度に影響を与えると考
えられる変数（職業性ストレス、ソーシャルサポート
等）を説明変数として分割表を作成し、関連の有意性を
検討した。単変量解析ではFisherの直接確率検定とχ２
乗検定を用いた。多変量解析では、職務満足度を目的変
数、単変量解析で有意な関連が認められた項目を説明変
数として、多重ロジスティック回帰分析を行った。な
お、変数選択はステップワイズ法を用いた。検定につい
ては、統計解析ソフトSAS９．０を用いて解析を行った。
４．倫理的配慮
調査対象となる北海道精神保健福祉協会の会員につい
て、１）結果の公表にあたっては、統計的に処理される
ため、個人を特定されることはない、２）得られたデー
タは、研究以外の目的で使用しない。３）この研究に参
加しないことでの不利益はなく、かつ途中での同意撤回
を認めるという３つの条件を書面において十分に説明
し、同意した対象者のみ質問紙票に記入を依頼した。
 結 果
１．分析対象
北海道精神保健福祉士協会の全会員６３５名に質問紙票
を配布し、本研究の同意が得られた１７４名（回収率
２７．４％）を分析対象とした。
２．性別の職場に対する満足度の分布
表１に性別の職場に対する満足度の分布を下記に示
す。職場の満足度について、全体の約６割が満足（以
下、満足群）、４割が不満足（以下、不満足群）であ
り、満足度に性差はみとめられなかった。
３．年代別の職場に対する満足度の分布
表２に年代別の職場に対する満足度の分布を示す。年
代別の満足度では、２０歳代が最も低く、年代があがるに
つれて満足の割合も高くなる傾向がみとめられた。
４．職業性ストレスと職場に対する満足度との関連
表３に職業性ストレスと職場に対する満足度との関連
を示す。職業性ストレスについて、単変量解析で不満足
群に比べて満足群で有意に高かった項目は、「一生懸命
働かなければならない」、「勤務時間中はいつも仕事のこ
とを考えていなければいけない」、「私の部署内で意見の
食い違いがある」など１１項目。多変量解析では６項目が
該当した。
５．心理的・身体的自覚症状と職場に対する満足度との
関連
表４に心理的・身体的自覚症状と職場に対する満足度
との関連を示す。単変量解析で不満足群に比べて満足群
で有意に低かった項目は、「活き活きすることがほとん
どない」、「不安だ」、「気分が晴れない」など２０項目であ
った。多変量解析では３項目が該当した。
６．ソーシャルサポートと職場に対する満足度との関連
表５にソーシャルサポートと職場に対する満足度との
関連を示す。単変量解析で不満足群に比べて満足群で有
意に高かった項目は、「上司と気軽に話ができる」、「同
僚と気軽に話ができる」など６項目であった。多変量解
析では２項目が該当した。
７．うつ症状と職場に対する満足度との関連
表６にうつ症状と職場に対する満足度との関連を示し
た。うつ症状は満足群の該当率に比べて、不満足群の該
当率が有意に高かった。
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No 選択肢
男性
６８（１００）
女性
１０５（１００）
合計
１７３（１００）
１ 職場に満足している １２（１８） １８（１７） ３０（１７）
２ 職場にまあ満足している ２８（４１） ４７（４５） ７５（４４）
３ 職場にやや不満足である ２０（２９） ２９（２８） ４９（２８）
４ 職場に不満足である ８（１２） １１（１０） １９（１１）
No 選択肢
２０歳代
８３（１００）
３０歳代
５３（１００）
４０歳代
１５（１００）
５０歳～
２２（１００）
合計
１７３（１００）
１ 職場に満足している １４（１７） ７（１３） ４（２７） ５（２３） ３０（１７）
２ 職場にまあ満足している ３２（３８） ２６（４９） ６（４０） １１（５０） ７５（４４）
３ 職場にやや不満足である ２３（２８） １７（３２） ５（３３） ４（１８） ４９（２８）
４ 職場に不満足である １４（１７） ３（６） ０（０） ２（９） １９（１１）
No 質問項目
不満足群
６８（１００）
満足群
１０５（１００）
有意差
１ 非常にたくさんの仕事をしなければならない ４８（７１） ７９（７６）
２ 時間内に仕事が処理しきれない ４１（６０） ７５（７１）
３ 一生懸命働かなければならない ６７（９９） ８８（８４） ＊
４ かなり注意を集中する必要がある ５７（８５） ８９（８５）
５ 高度な知識や技術が必要な難しい仕事だ ５２（７６） ８２（７８）
６ 勤務時間中はいつも仕事のことを考えていなければならない ５３（７８） ６６（６３） ＊§
７ からだを大変よく使う仕事だ ２７（４０） ４９（４７）
８ 自分のペースで仕事ができる ２３（３４） ６３（６０） ＊
９ 自分で仕事の順番・やり方を決めることができる ３６（５４） ８１（７７） ＊
１０ 職場の仕事の方針に自分の意見を反映できる ３０（４５） ８７（８３） ＊§
１１ 自分の技能や知識を仕事で使うことが少ない １２（１８） １１（１０）
１２ 私の部署内で意見の食い違いがある ４６（７０） ３１（３０） ＊§
１３ 私の部署と他の部署とはうまが合わない ３３（４９） １９（１８） ＊
１４ 私の職場の雰囲気は友好的である ３９（５７） １００（９５） ＊§
１５ 私の職場の作業環境（騒音、照明、温度、換気など）はよくない ３３（４９） ３１（３０） ＊§
１６ 仕事の内容は自分にあっている ３４（５０） ８５（８２） ＊
１７ 働きがいのある仕事だ ５１（７５） １００（９６） ＊§
＊：P＜０．０５ univariate analysis（fischer's exact test）
§：P＜０．０５ multivariate analysis（multiple logistic model）
注：職場に対する満足度について、①満足、②まあ満足、③やや不満足、④不満足、の４選択肢を設定し、①
と②の回答者を満足群、③と④の回答者を不満足群と操作的に定義した。
表１ 性別の職場に対する満足度の分布
N（%）
表２ 年代別の職場に対する満足度の分布
N（%）
表３ 職業性ストレスと職場に対する満足度との関連
N（%）
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No 質問項目
不満足群
６８（１００）
満足群
１０５（１００）
有意差
１ 活気がわいてくることがほとんどない ２２（３２） １０（１０） ＊
２ 元気がいっぱいだということがほとんどない ２２（３２） ９（９） ＊
３ 活き活きすることがほとんどない ２２（３２） ８（８） ＊§
４ 怒りを感じる ６５（９６） ８３（７９） ＊
５ 内心腹立たしい ６４（９４） ７６（７２） ＊
６ イライラしている ６４（９４） ７７（７３） ＊
７ ひどく疲れた ６４（９４） ８９（８５）
８ へとへとだ ６０（８８） ７１（６８） ＊
９ だるい ６３（９３） ７７（７３） ＊
１０ 気がはりつめている ６３（９３） ７６（７３） ＊
１１ 不安だ ５６（８４） ５４（５２） ＊§
１２ 落ち着かない ４１（６０） ４２（４０） ＊
１３ ゆううつだ ５３（７８） ５０（４８） ＊
１４ 何をするのも面倒だ ４４（６５） ５１（４９） ＊
１５ 物事に集中できない ４５（６６） ４９（４７） ＊
１６ 気分が晴れない ５６（８２） ４３（４２） ＊§
１７ 仕事が手につかない ２９（４３） ２４（２３） ＊
１８ 悲しいと感じる ３０（４４） ２４（２３） ＊
１９ めまいがする ２２（３３） ２２（２１）
２０ 体のふしぶしが痛む ２０（２９） ２６（２５）
２１ 頭が重かったり頭痛がする ３８（５６） ４８（４６）
２２ 首筋や肩がこる ４７（７０） ６６（６３）
２３ 腰が痛い ３９（５７） ５７（５４）
２４ 目が疲れる ５３（７８） ７６（７２）
２５ 動悸や息切れがする ２１（３１） １７（１６） ＊
２６ 胃腸の具合が悪い ３１（４６） ４２（４０）
２７ 食欲がない ２０（２９） ２２（２１）
２８ 便秘や下痢をする ３９（５７） ４２（４０） ＊
２９ よく眠れない ３４（５０） ３３（３１） ＊
＊：P＜０．０５ univariate analysis（fischer's exact test）
§：P＜０．０５ multivariate analysis（multiple logistic model）
注：職場に対する満足度について、①満足、②まあ満足、③やや不満足、④不満足、の４選択肢を設定し、①
と②の回答者を満足群、③と④の回答者を不満足群と操作的に定義した。
表４ 心理的・身体的自覚症状と職場に対する満足度との関連
N（%）
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 考 察
PSWの職場満足度とその関連要因を検討した結果、
職場の満足度については全体の約６割が満足群であっ
た。満足度に性差はなく、年代があがるにつれて満足の
割合も高くなる傾向にあった。職業性ストレスについて
は、不満足群に比べて満足群で仕事の負担度が低く、自
由度が高かった。結果の傾向をまとめると新人のワーカ
ーに高い技術が要求され、それがストレッサーになって
いることが推察される。ソーシャルサポートについて
は、満足群で同僚や上司からの支援がより多く得られて
いた。心理的・身体的自覚症状では、不満足群で有訴率
が高く、特に「気分が晴れない」「不安だ」などの心理的
愁訴で特徴的であった。うつ症状では、不満足群でCES
−D得点が高く、１６点以上（risk case）が４割を超えてい
た。
結果、北海道のPSWの職場満足度は、職業性ストレ
ッサー、ソーシャルサポート、心理的・身体的自覚症状
と多面的に関連していた。
研究の限界としては、回収率が低く、ノンレスポンス
バイアスを考慮に入れる必要がある。また横断研究のた
め、因果関係までは検証できない。さらには、説明変数
間の交絡状況を踏まえて、年齢、性別などで交絡因子を
調整した解析方法を検討する必要がある。
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No 質問項目
不満足群
６８（１００）
満足群
１０５（１００）
有意差
１ 上司と気軽に話ができる ２４（３５） ７３（７０） ＊
２ 同僚と気軽に話ができる ３９（５８） ９１（８８） ＊§
３ 配偶者、家族、友達と気軽に話ができる ５８（８９） ８５（８３）
４ 上司は困ったとき頼りになる ２１（３１） ８０（７６） ＊§
５ 同僚は困ったとき頼りになる ２８（４２） ８２（７９） ＊
６ 配偶者、家族、友達は困ったとき頼りになる ４８（７１） ７１（６８）
７ 上司と個人的な相談ができる ２４（３６） ７２（６９） ＊
８ 同僚と個人的な相談ができる ３５（５３） ８０（７８） ＊
９ 配偶者、家族、友達と個人的な相談ができる ６０（８８） ９１（８７）
＊：P＜０．０５ univariate analysis（fischer's exact test）
§：P＜０．０５ multivariate analysis（multiple logistic model）
注：職場に対する満足度について、①満足、②まあ満足、③やや不満足、④不満足、の４選択肢を設定し、①
と②の回答者を満足群、③と④の回答者を不満足群と操作的に定義した。
No 質問項目
不満足群
６２（１００）
満足群
９９（１００）
合計
１６１（１００）
１ １５点以下：Normal case ３６（５８）＊ ７７（７８） １１３（７０）
２ １６～２５点：Risk case １８（２９）＊ １７（１７） ３５（２２）
３ ２６点以上：Possible case ８（１３）＊ ５（５） １３（８）
＊：P＜０．０５ chi-square test
注：職場に対する満足度について、①満足、②まあ満足、③やや不満足、④不満足、の４選択肢を設定し、①
と②の回答者を満足群、③と④の回答者を不満足群と操作的に定義した。
表５ ソーシャルサポートと職場に対する満足度との関連
N（%）
表６ うつ症状と職場に対する満足度との関連
N（%）
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生学雑誌．２００８；２２（２）：１１３－１１９
５）蒲原龍，志渡晃一，木川幸一，長谷川聡，岡田栄
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場環境等の改善対策のために－．厚生労働省，東
京，２００５
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３）Hokkaido University Graduate School of Medicine
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